
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ １ 年 ５ 月 １ ６ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 6 9 0 「 わ が 罪 の た め に 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖歌 418「あなたの罪あやまちは」 一 同

教会 学 校 絵 本 「 ザ ア カ イ 」 牧 師

讃 美 聖 歌 2 7 6 「 成 し 給 え 汝 が 旨 」 一 同

聖書 朗 読 エステル8:1-3

奨 励 エステル記の福音(第6回) 牧 師

主 題 「願い事は何ですか？」

讃 美 聖 歌 2 2 9 「 恵 み あ ふ る る 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 黙示録第４章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週 の歩 み 》
５ /16(日 )聖 日 礼 拝

/17(月 )
/18(火 )
/19(水 )
/20(木 )8:30OBSﾁｬﾍﾟﾙ 10:聖研
/21(金 )
/22(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 速 やか な 終息 の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち も救 わ れ ます よ うに

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 ジ ョ ー ン ズ氏 、 天国へ行 く 」
ﾌﾞﾙｰｽ･ｳｨﾙｷﾝｿﾝ著 「 ヤベツの祈 り 」 (い のちのことば社 )よ り

ジ ョーンズ とい う人が死んで 、天国へい く とい う ち ょ っ と し たお話があ ります 。ペ テ ロ

が天国の門で待ち構えていて 、天国を案内 して くれ ます 。黄金の通 りや美 し い家々 、

御使いたちの合唱など 、 ペテ ロが見せて くれた数々の素晴らし い ものに まぎれて 、妙

な建物があるこ とにジ ョーンズ氏は気づきます 。窓 もな く ド アが一つ あるだけの 、ま る

で巨大な倉庫のような建物です 。彼が中を見てみたいと頼むと 、ペテロは躊躇します。

「中に何があるかは見ないほうがいいですよ 」 と この新参者に言うのです 。

なぜ天国に秘密などあるのだろう 、とジ ョーンズ氏は不思議に思います。あの中には

どんなものすごいものが私を待ち受けているのだろう？案内が一通り終わっても、 まだその
ことが頭を離れないので、あの建物のなかを見せてほしいと再び頼みます。
とうとうペテロはしぶしぶ扉を開きます。ジョーンズ氏が急いで中に入ろうとしたため、

ペテロはもう少しで押し倒されるところでした。この巨大な建物の中にジ ョーンズ氏が見

たものは、床から天井まで並んだおびただしい数の棚で 、どの棚の上にもすべて赤いリ

ボンで結ばれた白い箱が 、きれいに積み重ねられていたのでした 。 「 この箱にはどれも

名前が書いてあるぞ」ジ ョーンズ氏は声に出してつぶやきます。そしてペテロのほうを振

り返って聞きます 。 「私のもありますか？ 」 「ありますよ 」そう答える とペテロはジョーンズ

氏を建物の外に連れ出そうとします 。 「正直なところ 、私があなただったら…」 しかしジョ

ーンズ氏は自分の箱を見つけようと 、すでに「J」の列に駆け出しています。

ペテ ロは首をふ りなが ら後 を追います 。 彼が追いついた とき には 、 ジ ョー ンズ氏 は

ち ょ う ど赤い リ ボ ンを スル リ と はず し 、 蓋 を開け る と こ ろで した 。 中 を のぞ く と 、 ジ ョ ー

ンズ氏にはす ぐにそれが何であるのかわか ったよ うで 、深いため息をつ きます 。 ペテ

ロ が今 までに何度 も聞 いた こ と の あ る類いのため息で し た 。 ジ ョ ー ン ズ氏の白い箱

のなかに入 っていたものは 、彼が地上に生きているう ちに神が彼に 与えよう と願 って

おられたすべての祝福でした 。でも 、 ジ ョーンズ氏はそれを求め なかったのです 。

神 の恩恵に限界はあ り ま せん 。 し か し 、 も し あ な たが求めなか った の な ら 、 昨日 受

けるはずだった祝福で受け損なったものがあるのです 。条件はこれです 。 も し 神の祝

福を求めないなら 、求めて初めて与え られる祝福を放棄したことになるの です 。子供

が自分のと ころに祝福を求めてやって く る と父親は光栄に思 うよ うに 、 あなたが御父

の祝福を何よ り も欲するなら 、御父もまた喜んで豊かに応えて くだ さるのです 。


